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駅 前 等 再 開 発 特 別 委 員 会 記 録 

 

１．会議日時 

  平成２８年１１月１８日（金）午前９時５８分 開会 

                午後１時２３分 閉会 

 

１．場所 

  第二委員会室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 上村高義  副委員長 森西  正   委  員 三好義治  

  委  員 弘   豊  委  員 南野直司   委  員 市来賢太郎 

 

１．欠席委員 

  委  員 木村勝彦  

 

１．説明のため出席した者 

  市 長 森山一正  副市長 奥村良夫 

市民生活部長 登阪 弘  同部次長 山田雅也  

同部参事兼産業振興課長 池上 彰 

保健福祉部理事 平井貴志  保健福祉課長 丹羽和人 同課参事 川口敦子 

建設部長 山口 繁  同部次長 土井正治  都市計画課長 西川 聡  

同課参事 小寺健二郎    

   

１．出席した議会事務局職員 

  事務局参事兼局次長 橋本英樹 同局書記 坂本敦志 

 

１．審査案件 

認定第１号 平成２７年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件所管分
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（午前９時５８分 開会） 

○上村高義委員長 ただいまから、駅前

等再開発特別委員会を開会します。 

 理事者から挨拶を受けます。 

 森山市長。 

○森山市長 おはようございます。 

 連日の委員会に引き続き、本日お忙し

いところ、駅前等再開発特別委員会をお

持ちいただきまして大変ありがとうござ

います。 

 まず最初に、役員改選で、両正副委員

長さんにご就任おめでとうございます。

１年間、またいろいろとお世話をかけま

すが、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 本日は、平成２７年度の決算について

ご審査をいただきますけれども、何とぞ

慎重審査の上、ご認定いただきますよう

よろしくお願い申し上げます。 

 一旦、退席させていただきます。 

○上村高義委員長 挨拶が終わりまし

た。 

 本日の委員会記録署名委員は、三好委

員を指名します。 

 暫時休憩します。 

（午前１０時   休憩） 

（午前１０時１分 再開） 

○上村高義委員長 再開します。 

 認定第１号所管分の審査を行います。 

 補足説明を求めます。 

 登阪市民生活部長。 

○登阪市民生活部長 認定第１号、平成

２７年度摂津市一般会計歳入歳出決算所

管分のうち、市民生活部にかかわります

項目につきまして補足説明させていただ

きます。 

 歳出でございますが、１４６ページ、

款６商工費、項１商工費、目２商工振興

費の繰越明許費１，１５２万円は健都イ

ノベーションパーク企業立地推進事業に

係ります経費を全額翌年度に繰り越した

ものでございます。 

 以上、市民生活部にかかわります項目

の補足説明とさせていただきます。 

○上村高義委員長 平井保健福祉部理

事。 

○平井保健福祉部理事 それでは、認定

第１号、平成２７年度摂津市一般会計歳

入歳出決算のうち、保健福祉部で所管

し、駅前等再開発特別委員会においてご

審査いただくものについて補足説明させ

ていただきます。 

 款４衛生費、項１保健衛生費、目２予

防費のうち、国立循環器病研究センター

等との連携による健康・医療のまちづく

り事業に係るものでございます。 

 摂津市一般会計歳入歳出決算書では、

１３２ページでございます。また、決算

概要の９２ページに詳細を記載しており

ますので、あわせてご参照お願いいたし

ます。 

 歳出でございますが、節１９負担金、

補助及び交付金のうち、操車場跡地まち

づくりポータルサイト（仮称）運営負担

金３８万５，９７８円につきましては、

北大阪健康医療都市に関する情報発信を

目的に、吹田市と共同しましてポータル

サイトの運営を行うために執行した経費

でございます。 

 説明は以上でございます。よろしくお

願いいたします。 

○上村高義委員長 山口建設部長。 

○山口建設部長 認定第１号、平成２７

年度摂津市一般会計歳入歳出決算につき

まして、建設部にかかわります部分につ

きまして、目を追って、その主なものに

ついて補足説明をさせていただきます。 

 まず、歳入につきましてご説明を申し
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上げます。 

 摂津市一般会計歳入歳出決算書の４０

ページをお開き願います。 

 款１４国庫支出金、項２国庫補助金、

目４土木費国庫補助金、節３都市計画費

補助金は、千里丘西地区市街地再開発準

備組合が千里丘西地区再開発の事業化に

向けて行う街区整備計画案の策定や、関

係権利者の合意形成活動の取り組みな

ど、まちづくりの初動期活動に対して交

付された社会資本整備総合交付金でござ

います。 

 ５０ページをお開き願います。 

 款１５府支出金、項３委託金、目２土

木費委託金、節２都市計画費委託金は、

連続立体交差事業に係る関連側道及び関

連街路の予備設計等について大阪府より

委託を受けたことによる連続立体交差事

業調査委託金でございます。 

 ５２ページをお開き願います。 

 款１６財産収入、項２財産売払収入、

目１不動産売払収入、節１土地売払収入

は、吹田操車場跡地土地区画整理事業区

域内７街区の一部及び８街区の土地売払

収入でございます。 

 ６０ページをお開き願います。 

 款１９諸収入、項４目２雑入、節１雑

収入は、ＪＲ千里丘駅周辺の道路整備に

係る鉄道運輸機構負担金でございます。 

 次に、歳出につきましてご説明を申し

上げます。 

 決算書の１５８ページをお開き願いま

す。 

 款７土木費、項４都市計画費、目２街

路事業費では、執行率５３．３％でござ

います。詳細については、決算概要１１

８ページ、また、事務報告書２１７ペー

ジから２１８ページ及び２２０ページに

記載しておりますので、あわせてご参照

願います。 

 １６０ページをお開き願います。 

 節１１需用費の主なものにつきまして

は、吹田操車場跡地まちづくり事業に係

る修繕料でございます。 

 節１３委託料は、その内訳としまし

て、吹田操車場跡地まちづくり事業に係

る調査設計等委託料、阪急京都線連続立

体交差事業に係る連続立体交差事業調査

委託料、吹田操車場跡地まちづくり事業

に係る千里丘７８号線引込管工事等委託

料及び千里丘新町まちびらき記念式典の

開催に係る記念式典委託料でございま

す。 

 節１５工事請負費は、市道千里丘２３

号線歩道等整備に係る吹田操車場跡地周

辺整備工事でございます。なお、繰越明

許費につきましては、吹田操車場跡地ま

ちづくり事業のうち、市道千里丘７８号

線道路改良電線共同溝整備に係る吹田操

車場跡地周辺整備工事の繰越明許であ

り、その内容といたしましては、決算概

要３０ページに記載しております繰越明

許費繰越計算書の上から４段目と、同じ

く決算概要１１８ページをあわせてご参

照願います。その理由といたしまして、

近接する他の工事との調整により、年度

内工事完了が困難となったことから、平

成２８年度への明許繰越について可決い

ただいたところであります。 

 節１９負担金、補助及び交付金は、阪

急京都線連続立体交差事業に係る大阪府

連続立体交差事業協議会負担金と、吹田

操車場跡地まちづくり事業に係るＵＲ都

市機構の施行による吹田操車場跡地土地

区画整理事業負担金及び連続立体交差事

業に係る大阪府の調査に伴う連続立体交

差事業調査負担金でございます。 

 節２２補償、補填及び賠償金は、吹田
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操車場跡地周辺整備工事に支障となる電

柱及びその架空線、既設ガス管の物件移

転等補償費でございます。 

 決算書１６２ページをお開き願いま

す。 

 目５再開発事業費では、執行率９４．

８％でございます。詳細については、決

算概要１２０ページから１２２ページに

かけて記載いたしておりますのでご参照

願います。 

 節１９負担金、補助及び交付金は、千

里丘西地区再開発の事業化に向けて、準

備組合が行う街区整備計画案策定事業に

対し、摂津市再開発推進団体等補助金交

付要綱に基づき、国からの補助金と合わ

せて、市が準備組合に対して支援する摂

津市再開発推進団体等補助金でございま

す。 

 以上で、認定第１号、平成２７年度摂

津市一般会計歳入歳出決算認定の建設部

にかかわります部分についての補足説明

とさせていただきます。 

○上村高義委員長 説明が終わり、質疑

に入ります。 

 市来委員。 

○市来賢太郎委員 おはようございま

す。 

 それでは、３点ほど質問したいと思い

ます。 

 決算概要に基づいて質問します。 

 まず、９２ページの健康・医療のまち

づくり事業ですけれども、ポータルサイ

トの運営をされたと思うんですけれど

も、もともと当初のこのサイトを運営す

る目的がどうであったのかということを

教えていただきたいのと、あと、共同で

やっておられますけれども、負担割合が

どうだったのかということについてお伺

いしたいと思います。 

 続きまして、決算概要の１１８ペー

ジ、吹田操車場跡地まちづくり事業です

けれども、金額が大きく予算組みがされ

ていたので、何をしようと思って予算を

組んで、そして執行率が低いので、何が

できて、何ができなかったのか、２７年

度の総括的なことについてお伺いしたい

と思います。 

 それと、１２０ページの千里丘西地区

市街地再開発事業ですけれども、これは

一般質問でもありましたので、大体の概

要は聞いておりますけれども、私、千里

丘３丁目のあたりに住んでまして、千里

丘駅に行くには１０分もかからないんで

す。岸辺駅に行くには２５分ぐらいかか

るんですけれども、雨の日に家族を送り

迎えとかをするときには、必ず岸辺駅を

使うんです。千里丘の東に行くと、ガー

ドを通っていかないとだめなので時間が

かかりますし、西では人の乗り降りが車

で送り迎えできないので、岸辺駅のほう

が便利なんで、わざわざ遠い駅を、最寄

りの駅ではないところを使って人の送り

迎えをするんですけれども、一生懸命に

デリケートなことで調整をしていただい

て、どうにか千里丘西の再開発に向けて

取り組んでいただいていることはわかり

ますけれども、地域の住民の切なる思い

であるということをもう一つ申し添えま

して、この点は要望としておきます。 

 二つです。 

○上村高義委員長 丹羽課長。 

○丹羽保健福祉課長 保健福祉課にかか

わりますポータルサイトの目的並びに負

担割合についてご答弁させていただきま

す。 

 本ポータルサイトにつきましては、北

大阪健康医療都市、健都に関します情報

発信を大きな目的としております。関係
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機関の組織を超えて、吹田市と共同で運

営、構築してまいりました。 

 負担割合につきましては、吹田市が６

８％、摂津市が３２％という割合で負担

をさせていただいております。これは、

本市と吹田市が平成２０年度に締結した

吹田操車場跡地地区の整備に関する基本

協定に基づき取り交わされました吹田操

車場跡地地区の補助金の負担割合に関す

る確認書において取り決められた割合を

重用させていただいております。この割

合は、操車場跡地全体に占めるそれぞれ

の市域の面積が基本となってございま

す。 

 以上でございます。 

○上村高義委員長 西川課長。 

○西川都市計画課長 吹田操車場跡地ま

ちづくり事業の事業費についてご説明さ

せていただきます。 

 この事業費につきましては、予算当初

２億２，０００万円余りの予算であった

ものが、決算では６，５００万円という

支出をしてございます。 

 予算の内容につきましては、摂津市が

工事を行います千里丘７８号線及び千里

丘２３号線の工事を実施しておりますほ

かに、吹田操車場跡地の区画整理事業の

負担金ということで当初予定してござい

ました。千里丘２３号線につきましては

順調に進んでおりましたが、千里丘７８

号線の工事につきましては、工事内容に

つきましては道路整備事業と、それから

電線共同溝の工事を予定しておりました

が、２８年度へ繰り越しをさせていただ

きましたかげんで執行率が悪くなってお

ります。区画整理事業につきましては、

当初予定どおり支出してございまして、

執行率が低くなった原因としましては、

１億２，０００万円の繰り越しを２７年

度に予算繰り越しさせていただいたこと

が原因になってございます。 

 以上でございます。 

○上村高義委員長 市来委員。 

○市来賢太郎委員 ポータルサイトの運

営と負担割合について答弁いただきまし

て、わかりました。 

 サイトはもうできており、私も拝見さ

せていただきました。どのような人に見

ていただきたかったのかなと少し感じた

のと、あと、今どれぐらいヒットがある

のか、教えていただきたいと思います。 

 それと、吹田操車場跡地まちづくり事

業ですけれど、単純にですけれども、２

８年度に繰り越したということは工事が

おくれているということですかね。教え

てください。 

○上村高義委員長 丹羽課長。 

○丹羽保健福祉課長 それでは、続きま

して、保健福祉課にかかわりますご質問

にご答弁させていただきます。 

 どのような方に見ていただきたいかと

いうご質問だったかと思いますけれど

も、今、吹田市と合同で、健都の開発が

進められておりますけれども、健康に関

する情報を発信しておりますので、両市

民の方に見ていただきたいということ

と、あと、国循とか、吹田市民病院も協

賛いただいておりますので、そこら辺の

関連も来られるよというところも発信し

ていきたいということと、今後は、イノ

ベーションパークの公募等も進められて

ますけれども、そこら辺の情報も載せて

いきたいということを考えております。 

 もう一点、アクセスの件数ということ

でご質問かと思いますけれども、平成２

７年度につきましては１３万３，１５０

件のアクセスがございました。１か月当

たり約１万１，０００件のアクセスとい
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う状況になってございます。平成２８年

度におきましては、１０月３１日までの

件数でございますが、９万９９３件とい

うことで、一月当たりに直しますと約１

万３，０００件ということで、前年度に

比べ、月平均でいきますと２，０００件

ほどアクセスの件数がふえている状況に

なってございます。 

 以上でございます。 

○上村高義委員長 西川課長。 

○西川都市計画課長 吹田操車場跡地の

工事につきましての繰り越しについてご

説明させていただきます。 

 繰り越しをさせていただいた工事とし

ましては、千里丘７８号線の道路整備

と、それから電線共同溝の工事を６月３

０日から３月末までという工事期間で当

初やっておりました。近隣の近接工事の

調整により少しおくれてございまして、

工事の完成は４月２２日に完成しており

ます。ただ、工事全体は、まちびらきも

ございましたので、それに間に合うよう

にはしておるんですが、若干おくれてい

る工事工程がございまして、４月になっ

ているということで、また２７年度中の

支払い請求がなかったということで、２

８年度の支払いになっております。工事

は４月で完了してございます。 

○上村高義委員長 市来委員。 

○市来賢太郎委員 ポータルサイトの件

につきまして、ヒット数だとか教えてい

ただいて、結構見ていただいているんだ

なと驚きました。例えば、これから移転

を考えている企業さんだとか、これから

始めようとされている方だとか、積極的

に見られると思うんですけれど、一般市

民の方、それほど自分から検索して見よ

うとも思わないと思うんです。私も、自

分で検索して調べましたけれども、健都

と調べても、吹田・摂津ポータルサイト

と調べても、結構下のほうに出てくるん

で、どうにかご尽力いただいて、上のほ

うに出て、一般の方もたくさん見ていた

だけるような運営に心がけていただきた

いと思います。以上で、要望です。 

 続きまして、吹田操車場跡地まちづく

り事業ですけれども、執行率の件だとか

ご説明いただいて、わかりました。 

 例えばですけれども、委員長が一般質

問でよくされてましたけれど、南千里丘

のまちづくりのときに、ポストがなかな

かつかなかったとかっていう件があった

かと思うんですけれども、そういったこ

とで、まちができて、住宅が１，０００

戸ふえて、それで子どもがふえるだと

か、人がふえるだとかってなったとき

に、何が必要なんだろうというのを、細

かく、細かく考えていればカバーできる

ところも、これから重々に想定していた

だいて、運営に努めていただきたいと思

います。要望といたします。 

○上村高義委員長 ほかに。 

 南野委員。 

○南野直司委員 おはようございます。 

 この２７年度の決算から、また、駅特

に戻らせていただきました。またお世話

になりますけれども、よろしくお願いし

ます。 

 何点か、質問をさせていただきます。 

 まず１点目ですけれども、決算概要９

２、９３ページの健康・医療のまちづく

り事業、決算額７９万６，６１３円の中

の、１点目には健康づくり推進協議会委

員報酬についてでございます。 

 市のホームページの保健福祉の窓口で

確認をいたしますと、本市では、市民の

健康づくりの総合的な推進のため、必要

な事項について調査・審議する健康づく
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り推進協議会の中に、健康・医療のまち

づくり検討部会を設置し、国立循環器病

研究センター移転を見据えた健康・医療

施策の方向性について議論していますと

いうことで、平成２６年１０月２９日に

第１回健康・医療のまちづくり検討部会

が開催され、そして２７年６月１日に第

２回の健康・医療のまちづくり検討部会

が実施されておりますが、改めての確認

でございます。この健康・医療のまちづ

くり検討部会の開催は合計２回の開催で

あったのか、そしてまた、今後の開催予

定はあるのかどうかということをお聞き

したいと思います。 

 それと、あわせて関係することだと思

いますので、この際お聞かせいただきた

いんですけれども、吹田市役所のほうで

実施されております北大阪健康医療都市

を中心とした健康・医療のまちづくり会

議について、例えば、保健福祉の堤部長

であったり、平井理事も参加されておら

れると思いますが、この会議、どのよう

な案件をお話しされているのか、この際

お聞かせいただきたいと思います。 

 それから、２点目でございます。市来

委員からもご質問ありましたけれども、

この健康・医療のまちづくり事業の中の

操車場まちづくりポータルサイト（仮

称）運営負担金についてでございます。 

 国際級の医療クラスターの実現に向け

て、国立循環器病研究センターを中心と

した産学官民連携による医療イノベーシ

ョン拠点、健康・医療のまちづくりを吹

田市と摂津市の共同運用で負担金を出し

合い、全国に情報発信していくというこ

とでございます。インターネットから摂

津市のこれも、取り組みを見させていた

だきました。 

 先日、１５日、ウオーキング、僕も参

加させていただきまして、健都グリーン

ウォークを開催されまして、吹田市の皆

さん、そして摂津市の皆さん、摂津市は

５５名、そして吹田市の方は５２名で、

約４キロ、健都のいろんなコース、緑道

を歩かせていただきまして、健都のまち

づくりも、要所、要所で、防災公園であ

ったり、いろんなまちづくりのご説明を

いただいたわけでございます。大変多く

の方が参加されておりましたけれども、

こういった、細かい質問になるんですけ

れど、そのポータルサイトの中に、これ

から検討されていくと思うんですけれど

も、吹田市と摂津市と共同でこういった

すばらしい取り組み、すいたんも来てま

したし、セッピィも来てましたし、そう

いう何か画像を通して、こんなウオーキ

ングしてます、こんな健康づくりやって

ますいうことをどんどん、僕、アップさ

れる、そういう窓口を設置されたらいい

んじゃないかなと思いますけれども、そ

の考えについてお聞かせいただきたいと

思います。 

 次に、３点目でございますけれども、

これは決算概要１１８ページです。阪急

正雀駅前地区整備支援事業ということで

ございます。 

 この正雀地域につきましては、大規模

な再開発は非常に困難な状況であると私

自身も認識しております。そんな中で、

駅前の基盤整備の充実に向けての道路、

あるいは歩道の拡幅工事の推進をしてい

ただいております。もう一点は、正雀駅

前地区まちづくりのワークショップを継

続的に開催していただいていると思いま

す。 

 さまざまな可能性を探っていただい

て、地域の現状を踏まえて、それぞれの

立場の人が、積極的にさらにまちづくり
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に参加して、協力ができるような仕組み

づくりについては、やはり支援をしてい

かなあかんと思うんですけれども、その

お考えをお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 次に、これは同じく１１８ページで

す。吹田操車場跡地まちづくり事業につ

いてでございます。 

 平成２７年度の市政運営の基本方針に

もこのようにありました。吹田操車場跡

地まちづくり事業については、千里丘新

町のまちびらきに向けて、土地区画整理

事業を進めるとともに、周辺道路の整備

に取り組んでまいりますと。また、クリ

ーンセンター及び正雀下水処理場跡地に

つきましては、吹田市と連携して、医療

クラスター形成に向けた取り組みを進め

てまいりますということでありましたの

で、これは、事業としては１０６ページ

の健都イノベーションパーク企業立地推

進事業と重なるかもしれないですけれど

も、この吹田市と連携した医療クラスタ

ー形成に向けての取り組みの２７年度の

取り組み、そして２８年度どうであった

のか、その辺、お聞かせいただきたいと

思います。 

 それから、５点目でございます。１１

８ページで、阪急京都線連続立体交差事

業でございます。 

 平成２６年、そして２７年度は、沿道

周辺におきましての事業化に向けた設

計、そして測量などの調査を行いますと

いうことでありましたので、中身につい

て、この２７年度ということで、取り組

みについてお聞かせいただきたいと思い

ます。 

 それから、最後です。決算概要１２０

ページです。千里丘西地区市街地再開発

支援事業でございます。 

 千里丘西地区市街地再開発準備組合

は、平成２５年から、国、そして市の補

助金を活用して、３か年をかけて街区整

備計画案を策定されました。今後は、Ｊ

Ｒ千里丘西地区での準備組合の関係権利

者様の合意形成が大きな課題であると認

識しております。この合意形成が行われ

ますと、都市計画決定が打たれて、そし

て事業認可の手続と進んでいくわけでご

ざいますが、その方向性、うまくいって

といいますか、進んでいく方向性につい

てお聞かせいただきたいと思います。 

 １回目、以上です。 

○上村高義委員長 小寺参事。 

○小寺都市計画課参事 南野委員からの

ご質問にお答えいたします。 

 阪急京都線連続立体交差事業の２７年

度の取り組みについてなんですけれど

も、本事業は、過去の件から話します

と、平成２４年度に大阪府の中期計画に

位置づけられまして、その後、大阪府の

事業の再評価でも、事業の必要性、費用

対効果も認められまして、その後、平成

２５年度から社会資本整備総合交付金を

用いて、国費を使ってさまざまな検討を

進めておるところでございます。大阪府

が事業主体となっておりまして、国費と

市の負担と府みずからの府費を合わせま

して、その一部を本市に委託という形で

歳入を受けまして、本市でさまざまな検

討を行っておるものです。 

 この検討というのは、２６年度から始

めておりまして、鉄道高架になります

と、その両サイドに、基本的には環境側

道ということで、側道を設置することに

なっております。それと、関連道路とし

まして、都市計画道路坪井味舌線は、阪

急の鉄道とＪＲの間は未整備ですので、

その整備、それと千里丘三島線、産業道
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路ですけれども、ここの整備、あと府道

になりますけれども、府決定の都市計画

道路になりますけれども、千里丘寝屋川

線の整備、それと太中線、市決定の都市

計画道路になりますけれど、この関連道

路としまして、側道とあわせて、連続立

体交差の事業の推進とあわせて整備して

いく予定にしております。 

 そこで、平成２６年度から、大きく言

いますと、側道と関連街路の整備の検討

を進めておりました。２６年度につきま

しては、概略の設計を行いました。それ

にあわせて、現地の平面測量等行ってい

きました。 

 ２７年度の取り組みなんですけれど

も、今年度、２８年度に都市計画の決定

の流れに乗せていくということで、平成

２８年度末都市計画決定と都市計画変更

を目標にしておりましたもので、大体、

都市計画の流れ、１年ぐらいかけて、地

元説明会、公聴会等進めていきますもの

で、それに向けて、２７年度としまして

は、さらに設計の精度を上げていきまし

て、概略設計から、いわゆる予備設計と

いう熟度に上げていったという業務内容

を行いました。それとともに、都市計画

の素案という、図面なり、そういう体裁

を整えまして、今年度の、２８年度の地

元説明会であるとか、大阪府との都市計

画の協議に用います資料を作成する、そ

ういった業務もあわせて実施したもので

ございます。 

 ２７年度の連立事業の取り組みについ

ては、以上でございます。 

○上村高義委員長 西川課長。 

○西川都市計画課長 南野委員の２点の

ご質問についてお答えさせていただきま

す。 

 まず、１点目は、阪急正雀駅前地区整

備支援事業につきましてでございます。 

 正雀駅前の再開発につきましては、平

成４年に正雀駅前まちづくり懇談会より

提言を受けて、駅前の再開発についての

調査、それから地域の合意形成を図って

きたところでございますが、バブルの崩

壊や景気が低迷するなど、再開発事業に

向けた機運は当時は高まらなかったと聞

いてございます。 

 現在行っておりますワークショップに

つきましては、平成１８年度から地域の

方々と開催しておりまして、片方では、

駅前の整備につきましては、今、道路交

通課が駅前の用地買収を行ったり、駅前

の整備を行っていくという反面、ワーク

ショップにつきましては、１８年のとき

から毎月１回開催しておりまして、地域

コミュニティの話題でありますとか、防

災の対策について話し合われるような、

井戸端会議的な会議になっております。 

 本来のハード対策は非常に厳しい状況

で、駅前の活性化については、その会議

の中で話し合われる内容になりますが、

ワークショップの内容につきましては井

戸端会議的な内容を濃くしておりまし

て、我々としましても、ソフト面のまち

づくりというところでは、少しまだあり

方というのを考えていきたいと考えてお

ります。 

 続きまして、千里丘西地区の市街地再

開発支援事業につきましてご説明させて

いただきます。 

 平成２５年から２７年度にかけて、街

区整備計画案を策定して、また地権者の

合意形成を図ってまいりました。それか

らさらに、２８年度におきましても、６

月の補正をお願いして、４００万円の支

援事業、さらに合意形成を図る活動とい

うのをさせていただいております。今年
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度中をめどに、準備組合の結論を出して

いくということで進んでおりますが、地

権者合意につきましては今順次図ってい

るところでございます。 

 結論として、準備組合の再開発のその

まま進むということになりますと、準備

組合としての事業推進決議、それから都

市計画手続を進めまして、平成２９年度

に都市計画決定を打ち、その後、事業認

可、権利変換計画の認可、それから工事

に着手してまいりたいというふうに考え

ております。 

 以上です。 

○上村高義委員長 丹羽課長。 

○丹羽保健福祉課長 それでは、保健福

祉課にかかわります３点のご質問にお答

えしたいと思います。 

 まず、１点目でございます。健康づく

り推進協議会の委員報酬に関するご質問

かと思います。 

 前年度、平成２７年度におきまして

は、特に、今、委員がご指摘ありまし

た、医療のまちづくり検討部会を中心に

３回開催させていただいております。中

身としましては、ご存じのように、摂津

市保健福祉総合ビジョン２０１６、これ

はまさに健都、北大阪健康医療都市を契

機として、本市の将来的な健康づくりを

考えていくということでご検討をいただ

きました。 

 それと、吹田市と合同で、北大阪健康

医療都市を中心とした健康・医療のまち

づくり会議の内容についてのご質問かと

思いますけれども、この会議につきまし

ては、委員おっしゃっておりますよう

に、吹田市のほかにも、あと国循、あと

吹田市民病院、あと開発のＵＲ等々、健

都の開発に関する方々にご参集いただい

て、健都について、健康・医療をどう進

めていくかということを検討する会議に

なってございます。現状では、各街区の

進捗状況の報告等を受けながら、どのよ

うに健康・医療のまちづくりを進めてい

くかということを議論させていただいて

いる会議になっております。 

 また、ポータルサイトにつきまして

は、これから、先ほど市来委員からもあ

りましたけれど、市民の方に見てもらう

ために工夫をというアドバイスかと思い

ますけれども、先ほどおっしゃっられた

イベントは吹田市と健都を契機に、ウオ

ーキングイベントを開催させていただき

ました。既に、本市のホームページには

アップはしているんですけれども、確か

に、こういう市民と共同実施させていた

だいた事業につきましても、ポータルサ

イトにアップをしていくように検討して

いきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○上村高義委員長 山田次長。 

○山田市民生活部次長 クリーンセンタ

ー及び正雀下水処理場跡地への吹田市と

連携した医療クラスター形成についての

ご質問にお答えいたします。 

 まず、２７年度中の取り組みというこ

とでございますけれども、２７年５月

に、本市及び吹田市、大阪府、それから

国立循環器病研究センターの４者で、国

立循環器病研究センターを核とした医療

クラスター推進協議会というものを発足

させて、この医療クラスター形成につい

て協議を開始しております。 

 昨年度は、具体的には、名称の決定、

それからコンセプト、メーンターゲット

の決定、インセンティブの検討などを行

っております。 

 まず名称につきましては、このクリー

ンセンターと正雀下水処理場の跡地を健
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都イノベーションパークということで名

づけまして、関係者へのＰＲ、周知に努

めるということといたしました。 

 それから、このコンセプトということ

で、健康と医療をキーワードとした先端

的な研究開発を行う企業等の研究施設等

の集積によるイノベーションの創出とい

うことをコンセプトといたしました。 

 メーンターゲットにつきましては、医

療機器、医薬品、再生医療、健康関連の

製品、サービス等の革新的な研究開発を

行う企業等を中心といたしました。 

 インセンティブということなんですけ

れども、本市においては企業立地等促進

制度がございますので、これをこのイノ

ベーションパークへの企業の進出の時期

に合わせて延長、改正ということで、こ

れについては２８年の３月議会でご可決

いただいたところでございます。同様

に、大阪府におきましても、成長産業特

別集積税制というのを健都に合わせて優

遇制度を設けたということでございま

す。 

 それから、２８年度に入りましての現

状ということでございますけれども、一

つは、企業ニーズを改めて把握するとい

うことで、吹田市と共同で、金融機関や

調査機関等へのアンケート、ヒアリング

等を行っております。それから、本市が

コンサルタントに委託しまして、企業誘

致に関する助言をいただいております。 

 このアンケート、ヒアリングの結果や

助言を踏まえて、現在、複数の関連企業

やデベロッパーと、あるいは総合商社等

と接触しているほか、関連するような企

業のセミナー等にも参加して、ニーズの

把握とＰＲに努めているところとでござ

います。また、企業誘致に実績のあるよ

うな大阪府とか神戸市とか、そういう先

進事例の研究等もしております。 

 それと、企業誘致が円滑に行われるよ

うにということでの取り組みで、旧クリ

ーンセンターと区画整理の９街区との境

界にありましたコンクリート擁壁の撤去

等も行っております。 

 それから、これもコンサルタントに委

託しまして、事業用地に関する必要な情

報の収集整理を行って、募集要項案の作

成に取り組んでいるところでございま

す。 

 以上です。 

○上村高義委員長 南野委員。 

○南野直司委員 ご答弁いただきまし

た。ありがとうございます。 

 １点目の北大阪健康医療都市を中心と

した健康・医療のまちづくり会議の中

身、そして健康・医療のまちづくり検討

部会についてご答弁いただきました。こ

の健康・医療のまちづくり検討部会で

は、吹田操車場跡地を中心とした健康・

医療のまちづくりの状況など、イノベー

ションパークにおける企業誘致の現状、

そして健康・医療のまちづくりに関する

市民アンケートの結果についてなどな

ど、多くの案件が検討されているわけで

ございます。 

 ここで、この際お聞かせいただきたい

と思いますけれども、平成３０年度の国

立循環器病研究センターの移転とあわせ

て、この国循だけではなくて、同じく移

転してくる吹田市民病院との連携も大事

かなと思うわけでございます。私自身

も、今後の大きな課題ではないかと思っ

ているわけでございますけれども、この

際、この吹田市民病院さんとどのように

連携をしていくのか、健康・医療のまち

づくりという観点からも、もし考えなど

ありましたら聞かせいただきたいと思い
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ます。 

 それから、２点目でございます。操車

場跡地まちづくりのポータルサイトにつ

いてご答弁をいただきました。 

 摂津市では、市民の暮らしがやさしく

笑顔があふれるまちになることを目指し

て、健康づくりの推進及びその体制づく

りの強化に取り組んでいただいておりま

す。一つは、生活習慣病の発症・重症化

予防。そして二つ目には、地域の仲間と

ともに楽しく健康づくり。三つ目には、

歩きたくなる・でかけたくなる町づく

り。四つ目には、健康を支え、守るため

にみんなで健康づくり。この４点を柱

に、まちごと元気を目指し、さまざまな

施策を展開していただいているというこ

とでございます。 

 そして、生活習慣病予防と健康づくり

の先進地域という大きな目標に向けて、

これは保健福祉総合ビジョンの中のまち

ごと元気推進プランを徹底的にやりなが

ら、中心に取り組んでいくということ

で、私自身も認識をしているわけでござ

いますけれども、また細かい質問になり

ますけれど、このポータルサイトの摂津

市の窓口に、この健康福祉総合ビジョン

の中の、ビジョンもたくさんありますけ

れど、この中のまちごと元気推進プラン

は最低限アップしておかなあかんの違う

かなと思います。３年後、平成３０年の

国循の移転に伴って、見直し等々あるの

かなと、そういう理由でまだアップされ

ていないかもしれませんけれども、ぜひ

アップしていただきたいと思うんですけ

れども、その辺、お聞かせいただけたら

なと思います。 

 ３点目でございます。正雀地区の取り

組みにつきましてご答弁いただきまし

た。 

 私自身も、いろんなイベントに参加さ

せていただいてます。たそがれコンサー

トであったり、楽市であったり、正雀の

皆さんというのは、すごくもう地域力が

強くて、団結力もありまして、すばらし

い皆さんだなと感謝をしているところで

ございます。また、今回は、改めてこの

デイハウスましたが移転しますし、十三

高槻線が正雀側が開通して、そしてバス

も入ってきます。どうか、この歩道拡

幅、あるいは道路の拡幅もしっかり進め

ながら、やはり粘り強く、ワークショッ

プも開催されながら、いろんな意見を聞

きながら、さらにまちづくりの拡大を図

れるよう、これ、要望としておきますの

で、よろしくお願いします。 

 それから、４点目の吹田操車場跡地ま

ちづくり事業の中の吹田市と連携した医

療クラスター形成に向けた取り組みでご

ざいます。ご答弁いただきました。 

 国立循環器病研究センター、そして大

阪府、吹田市、摂津市とで、国循を核と

した医療クラスター推進協議会を立ち上

げられ、さまざまな観点から医療クラス

ターの形成に向けて検討されておると認

識しております。そして、事業者の募集

という流れだと認識をしております。こ

の医療クラスターの形成に向けた健都イ

ノベーションパークの期待、どのように

まちづくりの期待をされているのか、思

いなどお聞かせいただけたらと思ってお

ります。 

 それから、５点目でございます。阪急

京都線連続立体交差事業の２６、そして

２７年度の取り組み、詳しくご答弁いた

だきました。 

 この阪急京都線連続立体に向けて、こ

れに関連する道路等の都市計画案に関す

る説明会、８月にコミュニティプラザで
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３回開催されまして、私も１日だけ行か

せていただきました。本当に多くの方が

参加されていたわけでございますけれど

も、やはり市民の皆さんからご相談をい

ただくのは、いつごろを完成目標にして

取り組まれているのか。そして、もう一

点は、ホームページでも記載していただ

いておりましたけれども、沿道にお住ま

いの方、そして新築、改築等をご検討さ

れている皆さんへということで、沿線に

お住まいの方、または権利を有する方

で、連続立体交差事業にご関心のある

方、または新築、改築等をご検討されて

いる方は、都市計画課までお気軽にお問

い合わせくださいと載せていただいてお

ります。このご質問が私も多くいただい

ておりまして、確か、説明会でも言うて

いただいていたと思います。それから、

いろんな駅特の協議会等々でお話しして

いただいていたと思いますけれども、こ

の２８年度で都市計画決定をして、それ

から、２９年度で都市計画事業認可をい

ただいてという流れで、確か、平成４４

年ぐらいの完成目標に向けてと言われて

いたような、現時点で、完成目標にして

いる年、教えていただきたいと思いま

す。 

 それから、先ほど言いました沿線のお

住まいの方で、ご相談をされる方で、ど

れぐらいの方が市役所にご相談に来られ

ているのかも教えていただきたいと思い

ます。 

 最後の西地区の再開発の件でご答弁い

ただきました。わかりました。 

 このＪＲ千里丘西地区につきまして

は、まちの将来像の実現に向けて、駅前

広場などが整備され、そして安全・安

心、そしてにぎわいの空間づくり、また

環境に優しい、緑が豊かな魅力的な地区

となりますよう、さまざまなハードルが

あると思いますが、引き続きの取り組み

をお願いさせていただきまして、これは

要望とさせていただきます。 

 以上で、２回目終わります。 

○上村高義委員長 小寺参事。 

○小寺都市計画課参事 ただいまの南野

委員からのご質問にお答えします。 

 阪急京都線連続立体交差事業の現時点

での完成目標と今年度開催しました説明

会、それ以外のでの問い合わせの数等に

関する質問だったかと思うんですけれど

も。 

 まず、説明会につきましては、平成２

８年８月２８日日曜日、２９日月曜日、

３０日火曜日の３日間で、コミュニティ

プラザで説明会を実施いたしました。数

多くの方にご参加いただきまして、合計

で約４４０名の多数の方に参加していた

だきました。 

 説明の内容としましては、先ほど申し

上げたんですけれども、連続立体交差事

業に係る鉄道、都市高速鉄道と言います

けれども、阪急電鉄京都線の計画とそれ

に伴う環境側道、合計７路線あるんです

けれども、それの内容の説明と南千里丘

地区の地区計画が若干変更になるという

ことの説明、それと、関連道路としまし

て、交差する都市計画道路の幅員等の変

更、この内容について説明をいたしまし

た。 

 その説明会の周知の内容としまして

は、沿道の土地、建物の所有者へ案内文

を送付いたしますとともに、沿道の自治

会への回覧、さらに直接ポスティング、

それと広報せっつへの掲載、これで十分

に周知させていただきまして、約４４０

名の参加をいただいたところでございま

す。 
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 一般的に窓口での問い合わせなんです

けれども、定期的に連続立体交差事業の

内容についての問い合わせ、若干ですけ

れどもございまして、ただ、説明会を開

いた関係で、その説明会前後におきまし

ては、ある程度まとまって、約２０件前

後の問い合わせが集中してございまし

た。その内容につきましては、当日参加

できないので、その説明会の説明をして

いただきたい等の内容でございました。 

 それで、現時点での完成目標なんです

けれども、今後のスケジュールとしまし

ては、平成２８年度、今年度末、都市計

画決定変更を行いまして、平成２９年度

末を目途に事業認可取得の予定で進めて

おります。それでいきますと、事業認可

後に現地に入りまして、用地測量ですと

か、立ち会いとかを行いまして、平成３

０年度以降、そういう用地買収の業務に

入っていきたいと思っております。用地

買収の計画ですとか、工事の計画という

のはこれから大阪府、阪急電鉄で詳細を

詰めていくわけなんですけれども、おお

むね用地買収には５年から１０年程度か

かりまして、工事につきましてはおおむ

ね１０年程度かかると想定しておりまし

て、この期間というのは若干はラップす

るかと思いますので、そういう関係でい

きまして、現時点での連続立体交差事業

の高架化する完成の年度の目標としまし

ては、平成４５年度末ということで公に

しておりまして、説明会でもその旨ご説

明させてもらったところでございます。 

 以上です。 

○上村高義委員長 平井理事。 

○平井保健福祉部理事 南野委員の健康

・医療のまちづくりに関しまして、吹田

市民病院との連携も重要ではないかとい

うご質問につきましてお答え申し上げま

す。 

 先ほど、課長からもご答弁ございまし

たが、現在、健康・医療のまちづくり会

議という会議がございまして、この会議

のメンバーの中に我々摂津市、吹田市、

吹田市民病院、国循さん、あるいは両市

の三師会の方々もメンバーになっており

ます。ですので、我々としましては、具

体的にこれから健康・医療のまちづくり

という大きな課題につきまして、この会

議の場でいろいろ議論していくことにな

ろうかと思うんですが、吹田市民病院と

の連携につきましても、この会議の場で

議論していきたいなと考えております。 

 具体的に、今すぐどういったことがあ

るかということは、現段階では特にまだ

検討段階でございますが、例えば、吹田

市民病院も健都に、吹田市から摂津市の

近くに来られるということですので、例

えば、摂津市民の方の救急の受け入れだ

ったりとか、そういったことにつきまし

て議論できればと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○上村高義委員長 丹羽課長。 

○丹羽保健福祉課長 保健福祉課にかか

わりますポータルサイトの充実というこ

とについてのご質問にお答えしたいと思

います。 

 今、南野委員がおっしゃいましたよう

に、昨年度策定いたしました保健福祉総

合ビジョン２０１６の中で、まちごと元

気推進プラン、これの推進という計画自

体が、先ほどもご答弁させていただいた

ように、北大阪健康医療都市を契機にし

て、市民の健康・医療を進めていくとい

うことになってございます。また、プラ

ンの中の重点プロジェクトとして、あの

手、この手で健康情報をたくさんお届け
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します、知って得する健康情報で、市民

丸ごと健康マイスター化計画ということ

で、一つ情報提供を重点プロジェクトと

して掲げているところでございます。 

 委員がご指摘いただきましたように、

やはりこのような計画でございますの

で、できれば早急に吹田市と協議させて

いただいて、本計画について、吹田市も

あわせて計画をつくられていますので、

そこら辺、連携して、市民の方にＰＲで

きるように、ホームページにアップして

まいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○上村高義委員長 山田次長。 

○山田市民生活部次長 健都イノベーシ

ョンパークへの期待、思いということで

ご答弁させていただきます。 

 本市では、平成２７年３月に正雀下水

処理場跡地まちづくり基本計画というも

のを策定しておりまして、その中で、こ

の地域におけますまちづくりの基本方針

や方向性ということで、医療・健康関連

産業の集積による都市活力のあるまちづ

くりでありますとか、周辺住環境と調和

したまちづくりということで掲げており

まして、このあたりを基本的な考え方と

して、先ほど申し上げましたようなター

ゲット、コンセプト、こういったこと

で、今後、企業を募集していきたいと考

えております。 

○上村高義委員長 南野委員。 

○南野直司委員 ご答弁いただきまし

た。 

 １点目の国立循環器病研究センターと

あわせて、吹田市民病院との連携という

ことでご答弁いただきました。ありがと

うございます。 

 また、この際お聞かせいただきたいん

ですけれども、関西大学さんと摂津市

は、健康まちづくりのほか、地域の活性

化にかかわる連携協力を進めるための協

定を締結いたしましたけれども、これに

よりまして、今後は特色ある地域づく

り、そして健康・医療のまちづくりをは

じめ、地域の活性化に関する共同研究等

の取り組みを協力して進め、その成果を

地域へと生かしていけると認識しておる

ところでございますけれども、あわせ

て、先ほど吹田市民病院との連携、ご答

弁いただきましたけれども、関西大学と

の連携について、どのように進んでおる

のか、この際お聞かせいただきたいと思

います。 

 それから、２点目の吹田操車場跡地ま

ちづくりのポータルサイトの中の健康福

祉総合ビジョンの中のまちごと元気推進

プランについて、全国に発信してほしい

ということで質問させていただきまし

て、ご答弁をいただきました。どうか、

摂津市の取り組みが全世界へ発信できる

よう、引き続き、このポータルサイトの

構築をさらに強めていただきますよう、

これは要望としておきます。 

 それから、健都イノベーションパーク

の期待についてご答弁いただいたわけで

ございます。この健都イノベーションパ

ークの利用に向けた三つの基本方針、国

立循環器病研究センターを中心としたオ

ープンイノベーションの実現、また健康

関連産業との連携を促進する場となるこ

とを目指す。そして、また地域企業にと

ってビジネスチャンスの拡大につながる

場となることを目指す。そして、３点目

には、何よりも市民の皆さんにとって、

医療・健康関連の活動の場であるととも

に、さまざまな取り組みや情報発信によ

り、健康寿命の延伸につながる場となる

ことを目指していただきまして、これは
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要望としておきますので、よろしくお願

いいたします。 

 それから、５点目の連続立体交差事業

について丁寧なご答弁をいただきまし

た。 

ありがとうございます。 

 平成４５年度末目標ということでござ

います。これからさまざまなハードルが

あると思いますけれども、この完成年

度、目標年度に向けて、全力で取り組ん

でいただきますよう要望としておきま

す。 

 そして、不安に思われている市民の方

が、まだ、どこに連絡していいだろうか

わからないという方もいらっしゃると思

います。説明会になかなかお仕事等で来

られていない方もいらっしゃると思いま

すので、引き続き、ホームページ、ある

いは広報等で、都市計画課までご相談く

ださいと、丁寧な取り組みをよろしくお

願いいたしまして、要望としておきま

す。 

 以上でございます。 

○上村高義委員長 川口参事。 

○川口保健福祉課参事 それでは、ご質

問の関西大学との連携協定についてご答

弁させていただきます。 

 ２７年度、保健福祉課が関西大学と共

同研究をさせていただいたものに、スマ

ートヘルシ倶楽部というものがございま

す。 

 こちらは、市民の方など約５０名を対

象に活動量計を貸与させていただき、歩

数をできるだけ伸ばして、運動を日常生

活に取り入れていただくという試みをし

たところです。 

 まず、事業の開始当初に、身長、体重

や、あと体組成等を計測させていただき

ます。ウオーキングをすることによる体

への効果のお話をさせていただき、３か

月後に、また同じような計測等を実施さ

せていただき、運動の効果を測定すると

いう事業です。 

 対象者の方には、３か月間、活動量計

を所持していただいた中で、栄養や運動

や健康に関するコラムをメール配信させ

ていただきます。歩数についてのお知ら

せや、あなたはこのチームの中で何番目

に歩数が多いです等、そのようなメール

を配信することで、運動意欲を高めてい

ただくというものでございます。 

 一定、そのあたりの評価につきまして

は、血圧については、歩数が伸びた方に

は効果があったのではないかという分析

結果もいただいている状況です。 

 以上です。 

○上村高義委員長 南野委員。 

○南野直司委員 関西大学との連携につ

いて詳しくご答弁いただきました。あり

がとうございます。 

 国立循環器病研究センター、そして吹

田市民病院、そして関西大学、また健都

イノベーションパークに来られる企業等

々と、強力なネットワークでこの健康・

医療のまちづくりをどうか進めていって

いただきたいと思います。小さな子ども

さんからおじいちゃん、おばあちゃんま

でが、健康で安心して暮らせるまちの、

摂津の構築に全力で取り組んでいただき

たいと思います。 

 先ほど、１個言い忘れましたけれど

も、こういった取り組み、インターネッ

トを通じて全国に発信していただいてお

りますけれども、どうか見られない方も

いらっしゃいますので、広報等々を通じ

て、このまちづくりをさらに発信してい

ただきますよう要望しまして、質問を終

わります。 
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○上村高義委員長 南野委員の質問は終

わりました。 

 三好委員。 

○三好義治委員 それでは、何点かにわ

たって質問をしたいと思います。 

 まず、決算概要、１１９ページにあり

ます吹田操車場跡地まちづくりで、これ

につきましては、繰越計算書、３１ペー

ジとあわせて質問していきたいと思いま

す。繰越計算書で１億２，０００万円、

翌年度へ繰り越しするとなっておりま

す。この事業に関しましては、当初予算

２億２９９万円でございまして、繰り越

しをするべき予算につきましては、１億

３，５００万円の予算で、繰り越しを本

来するべき金額が１億２，１９３万７，

４００円が残額となっております。そう

いった中で、１億２，０００万円だけの

繰り越しということで、事業いうのは進

捗できるのかという点が１点です。 

 それから、３１ページの１億２，００

０万円の繰り越しの中に社会資本整備交

付金、３，３０８万８，０００円が社会

資本整備交付金として記載されておりま

す。平成２７年度、各課でも社会資本整

備交付金という予算立てをしていた中

で、なかなか交付金がおりてこない事業

も多々あったように平成２７年度は記憶

しております。これを平成２８年度に繰

り越していくという部分では、国の担保

はとれているのかという点についてお聞

かせいただきたいと思います。 

 それから、吹田操車場跡地につきまし

ては、決算書の５３ページで、土地売払

収入が、６８億７，１００万円で土地が

売れました。これは、昨年からるる説明

も伺ってきたんですが、改め確認してお

きたいのが、周辺の路線価格と、ここの

土地売却単価、こういったことを改めて

お聞かせいただきたいと思っておりま

す。それと、これまで、吹田操車場跡地

の開発に対して、市が投資してきた額と

今後発生する額も教えていただきたい

と。そういったことを聞くことによっ

て、この吹田操車場跡地、平成３０年に

全て完成する全体整備の中で、トータル

金額が幾らで、今どこまで進捗している

のかという部分が把握できると思います

ので、お聞かせいただきたいと思いま

す。 

 それから、概要１０７ページの健都イ

ノベーションです。執行率がゼロ％で、

その中で、残額を全て翌年度に繰り越す

ということについて、改めてなぜ執行率

がゼロなのかお聞かせいただきたいと思

います。 

 それと、ことしの平成２８年３月２８

日、これは２７年度決算の期間内に入っ

ておりますけど、健都イノベーションパ

ークへの国立健康・栄養研究所の移転に

ついてということの中でお知らせいただ

きました。これを誘致するに当たって摂

津市としてどれだけの持ち出しが必要に

なってくるのかあわせてお聞かせいただ

きたいと思いますし、現在の進捗状況も

お聞かせいただきたいと思います。 

 それから、決算概要１０２ページ、千

里丘西地区再開発で、これまでの駅前等

再開発特別委員会で平成２５年から２７

年度にわたっての協議会とか調査につい

ては資料はいただいております。改めて

ここで確認をしておきたいのが、平成２

７年度も２００万円の交付金といいます

か国にいただいておりまして、これが最

終年度と伺っております。しかしなが

ら、これを最終年度であってでも平成２

７年度の事業推進決議に向けた合意形成

の中では、地権者４９名のうちに再開発
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のまちづくりに賛成の方が３８名、合意

形成継続が４名、未面談が４名、これで

４６名になるんですけど、残り３名につ

いては居所不明の方が３名おられてトー

タル７名の方に今はまだお会いができて

いない状況で、先ほど同僚議員の質問の

中でいきますと、２８年度中にはある程

度の形を決めていきたいというご答弁が

ありましたけれども、今のこの現状の中

でそういったことが可能なのかという部

分と、３年間の調査に要してきた費用が

本当に実現できるのかということがこの

決算内容の中で見え隠れしてくるんです

けれども、これについてお聞かせいただ

きたいと思います。 

 それから、連続立体交差については南

野委員が聞いていただきましたが、１点

だけあります。阪急連続立体交差のスケ

ジュール表から見ますと、平成２８年度

中に都市計画決定がなされるという今ス

ケジュールをいただいているんですね。

平成２７年度で、我々は都市計画決定が

２８年度に打てるかどうかというめどま

では一切今報告を受けてないような状況

で、先ほど言われてましたように平成２

６年度までは意見交換会は２６年度７

回、２７年度は何回やっているのかまだ

お聞きもしてませんけど、本当にこの２

８年度に事業計画決定が打てるのかとい

うことと、２７年度は何回ぐらい開催し

てきたのかということもお聞かせいただ

きたいと思います。 

 そういう中で、都市整備部から建設部

にかわって今は都市計画課ですが、都市

整備部が平成２７年度は職員１１名の体

制でやられていて、これだけ事業が目白

押しにあって１１名体制でやっている背

景は本当にこの体制でいけるのかという

のが非常に気になっておりまして、決算

概要の職員手当の額を見ますと５，３０

０万円、都市計画課だけでね。だから、

残業も相当ふえているのと違うかなと。

こういったことも含めて改めてお示しい

ただきたいと思っております。 

 １回目は以上です。 

○上村高義委員長 西川課長。 

○西川都市計画課長 吹田操車場跡地に

かかわります支出工事費についてお答え

させていただきます。 

 吹田操車場跡地まちづくり事業に関し

ましては繰り越しをしてございますが、

当初１億３，５００万円の予算に対して

執行しておりますのは１，３００万円余

りの工事を執行しておりまして、１億

２，０００万円の繰り越しをしておりま

す。当初予定させていただいてましたの

は、先ほども申しましたように千里丘２

３号線の歩道設置工事とそれから千里丘

７８号線の道路改良、電線共同溝の工事

でございまして、千里丘２３号線につき

ましては１，３００万円余り、この支出

額と同額で工事を完了して支出してござ

います。繰り越しさせていただきました

のは１億２，０００万円でございます

が、工事の中の変更等も予想されること

から１億２，０００万円の明許繰越をさ

せていただきまして、結果９，８９１万

円という支出になってございまして、そ

れで支出させていただきました。この２

７年度の補助金、社会資本整備総合交付

金につきましても同じく国費の繰り越し

手続を行っておりまして２８年度の予算

ということで確保させていただいており

ます。 

 続きまして、吹田操車場跡地に係る土

地売払収入についてでございます。こち

らにつきましては、区画整理事業の中の

７街区及び８街区の土地売払収入を行い
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まして、歳入としましては６８億７，１

０１万円の歳入がございました。売り払

いに当たりまして土地鑑定を行っており

まして、路線価から鑑定評価をしており

まして、その鑑定評価よりもはるかに上

回る入札がございましたので、それで落

札してございます。 

 それから、吹田操車場跡地に関連しま

すまちづくりの事業費の推移でございま

すが、歳出といたしまして当初鉄道運輸

機構から土地を買いました、１４億円。

それから、土地区画整理事業の摂津市負

担としまして１億６，０００万円。それ

から千里丘公園、今の明和池公園の負担

金としまして４億８，０００万円余り。

その他周辺の道路整備事業等を勘案しま

すと、歳出としましては２２億円余りの

お金がかかっておりまして、これは中期

財政計画の２３億円を少し下回るほぼ同

等額でございます。それから、歳入とし

ましては先ほど申しました６８億円余り

の売り払いの歳入がございましたので、

これを比較しますとかなりの利益が上が

ってるというところでございますが、本

来なら土地区画整理事業としましては、

地域の人口増進であるとかそういうもの

に起因するものでございまして、今回は

市が鉄道運輸機構から土地を買いました

のでその利益が上がってるということで

ございます。 

 それから、今後の支出でございます

が、今基盤整備はほぼ完了しております

ので、それに伴います公園の管理等は今

後出ていきますが、先ほどの比較でござ

いますとかなりまだ差があるということ

で、特にこの事業で支出した額とそれか

ら歳入はかなり歳入が上回っているとい

うところでございます。 

 以上でございます。 

○上村高義委員長 山田次長。 

○山田市民生活部次長 健都イノベーシ

ョンパーク企業立地推進事業の全額繰り

越しの理由ということでございますが、

この事業の予算につきましては、平成２

８年３月の議会で補正予算として国の地

方創生加速化交付金の対象事業として提

案する条件として補正予算で計上してお

りますが、２７年度内の事業の実施が困

難であったために２８年度に全額繰り越

しをさせていただいたものでございま

す。 

 それから、国立健康・栄養研究所の健

都イノベーションパークへの誘致という

ことでございますが、これは平成２７年

８月に国が全国の都道府県に対しまして

東京一極集中の是正を図る目的で政府関

係機関の地方移転に係る提案を募集し、

大阪府がこの国立健栄研の移転を提案し

たものでございます。平成２８年３月に

国のまち・ひと・しごと創生本部の会議

におきまして、大阪府へ健栄研が全面移

転することの基本方針が決定されたとい

うことで、この２８年度中に大阪府とそ

れから所管の厚生労働省と当該研究所で

具体的な移転の規模やスケジュール、条

件面などの協議を行って、一定の成案を

出すというスケジュールとなっておりま

す。地元の負担、持ち出しということで

ございますけれども、これにつきまして

はまだ具体的な話が出ておりませんの

で、今後、引き続き情報収集に努めて注

視してまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○上村高義委員長 小寺参事。 

○小寺都市計画課参事 三好委員からの

ご質問にお答えいたします。 

 阪急京都線連続立体交差事業につきま

しては、平成２５年に地元説明会を大阪



- 20 - 

 

府主催で開催しておりまして、これは計

３回開催しております。その後、平成２

５年度から２６年度にまたがって沿道の

住民の方々に対して意見交換会を開催し

ておりまして、ご質問のその回数なんで

すけれども、自治会役員さんを集めた意

見交換会としましては計２回、一般市民

の方を対象としましたものとしては計７

回、平成２５年から２６年度にかけて開

催いたしております。その結果等も踏ま

えまして関係機関等と協議をいたしまし

て、２６年度、２７年度で委託発注いた

しまして側道と関連道路の設計を精度を

上げていきましたところ、今年度都市計

画案というのを昨年度の成果を用いまし

て地元説明会を開きまして、８月の末に

３回に分けて説明させてもらったところ

でございます。その後、都市計画の手続

の流れに乗っておりまして、今後は１２

月下旬の１７条縦覧で年明けの１月から

２月にかけての市と府の都市計画審議会

に都市計画案の内容を諮っていきたいと

考えております。その後、２８年度末に

都市計画決定変更を目標に進めていると

ころでございます。 

 連続立体交差事業に係る人員の体制に

ついてなんですけれども、事業認可取得

まではそういった設計業務であるとか、

あと今後の用地買収を円滑に進めるため

に事前に用地調査等を行っているんです

けれども、この辺につきましては市の職

員だけでなく非常勤の職員を採用するな

どしまして対応しておりまして、ただ、

事業認可取得後につきましては一般的に

は地元市が用地買収を役割分担として担

いますので、そのあたりにつきましては

大阪府と今後協議していきまして用地買

収のスケジュール、工事のスケジュール

等に合わせた形で今後人員の拡充を検討

していきたいと考えております。 

 以上です。 

○上村高義委員長 人員に係ることにつ

いては、人数等々で聞いていますので明

確な答弁をお願いします。 

 西川課長。 

○西川都市計画課長 吹田操車場跡地の

用地売却に係る路線価等のご質問にお答

えさせていただきます。 

 吹田操車場跡地のこの７、８街区を売

却させていただいた周辺の路線価でござ

いますが、平米当たり９万円から１１万

円の路線価が設定されておりまして、こ

れをもとに鑑定を行って、募集に当た

る、公開はしておりませんが予定価格を

設定しております。 

 それから、今後の吹田操車場跡地にか

かわる支出の見込みでございますが、現

在、維持管理を行っております明和池公

園の管理費につきましては、まちびらき

は２８年３月に行いましたが、２７年か

ら実質は管理をしておりまして、剪定費

用が４６０万円余りかかってございま

す。また、その後まちびらきを行いまし

て電気料金それから水道料金がその上に

維持管理として加算されますが、まだ１

年を通してやっておりませんのでプラス

はかかるということになってございま

す。 

 それから、西地区の再開発につきまし

てご答弁させていただきます。平成２５

年から２７年までの間に街区整備計画案

を策定しまして地域の方々の地権者の合

意を得ているところでございますが、委

員からお話があったようにまだ未面談者

が数名残ってございます。現在、平成２

８年度につきましてもさらなる合意形成

を図っているところでございまして、ま

だそれは努力中でございますが、西口の
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再開発におきましては、再開発の準備組

合の設立要件としましては３分の２以上

の方の合意とそれから面積のクリアが必

要でございまして、今特に重点的に行っ

ているのは大口地権者の地権者合意とい

うのを十分に行っておりまして、今のと

ころはそれを重点的行っているところで

す。また、準備組合も主体的にはこの交

渉には当たっていただいておりまして、

何とか大口地権者の合意に至ればと思っ

てございます。 

 以上です。 

○上村高義委員長 小寺参事。 

○小寺都市計画課参事 三好委員からの

ご質問にお答えいたします。 

 連続立体交差事業に係る人員体制なん

ですけれども、非常勤職員としまして平

成２７年度に２人増員、２８年度にはさ

らに１人増員いたしております。事業認

可取得後の実際の用地買収に係る人員、

正職員も含めた人員ですけれども、この

拡充につきましては今後検討してまいり

たいと思っております。 

 以上です。 

○上村高義委員長 暫時休憩します。 

（午前１１時３４分 休憩） 

（午前１１時３５分 再開） 

○上村高義委員長 再開します。 

 土井次長。 

○土井建設部次長 人員のことについて

答弁をさせていただきます。 

 現在、都市計画課では今の連立事業、

あとまちづくり支援係というのがござい

まして、そのほうでは吹田操車場跡地ま

た西も一緒にやっております。全職員結

構残業をしながら取り組んでいるところ

でございますけれども、２７年度でおお

むねは吹田操車場跡地の事業は終わって

まいったところでございます。しかし、

これから連立事業に入りますと今は調査

・設計の段階なんですけれども、先ほど

も答弁がありましたように平成３０年度

からは用地交渉に当たっていく必要がご

ざいます。こうなりますと１名や２名と

いう体制ではとても賄いきれないと考え

ておりますので、人事にも将来的な人員

につきましては計画も示させていただき

ながら、順次ですけれども組織の拡充を

要望している状況でございます。 

 以上でございます。 

○上村高義委員長 三好委員。 

○三好義治委員 まず、吹田操車場跡地

にかかわるその繰越明許と、それからこ

れからの投資額についてですけれども、

先ほどの西川課長の答弁だけを聞くと、

１億２，０００万円の繰越明許をすると

事業費についてはそれで完了と受けとめ

たんですけど、あとは明和池公園の維持

管理費４６０万円年間ですね。これはま

だどれぐらいかかるかというのは概算だ

と思うけれども、僕は事業費を聞いてい

るんですよ。といいますのも、やっぱり

６８億７，０００万円の売却収入があっ

て、これまで投資してきたのは２２億円

で、実際に収益といったら行政としたら

いいのか言葉を悩むんですけど、４６億

円近くが財源として捻出されたんですけ

ど、我々はこの一つの歳入の数値ばっか

りを追っててもだめなんですよね。これ

までやっぱり歳出にかかわった費用とこ

れから幾らぐらい要るねんという費用計

算もしないと、６８億円入ったからとい

って丸々収益が上がっているわけじゃな

いんだからね。だから、僕がもともと気

になっているのはやっぱり吹田操車場跡

地でこれからイノベーションパークも事

業を推進していく中で、地下水問題もま

だ残っていて、これは吹田市が全面的に
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やってくれるという話にもなってますけ

ど、そういう部分で本当にこの１億２，

０００万円の繰越明許だけで吹田操車場

跡地の都市計画課にかかわる事業はこれ

で完了と言っていいのかということを改

めてお聞かせいただきたいと思います

し、本当にこの繰越明許１億２，１７０

万円を本来しなければならないのに、１

億２，０００万円の繰越明許だけでこの

事業が進捗するのかという､危惧もする

んですよ。トータル的には１億３，７０

０万円吹田操車場跡地にかかわる事業費

だったらそのまま繰越明許していてもい

いんですよ。今、言ってる項目だけでい

きますと１億２，１７０万円程度ですけ

ど、本来だったら１億三千数百万円繰越

明許をやって議会にきっちりと予算枠を

とってくださいというのが本来の予算ど

りと違うのかなと思いますけど。こうい

う今後の事業を含めるのと、その予算ど

りの考え方について改めてお聞かせいた

だきたいと思います。 

 土地についてはなかなか、もともと購

入してインフラ整備をやって鉄建公団を

含めていろいろなことの中で皆さん努力

されたので、購入価格１４億円に対して

６８億円というね、これは時代の変化も

あるし一番立地条件もあってインフラ整

備もやったからこれだけの収益があった

ということは、これは評価させていただ

きたいと思っております。ただ、バブル

時代だったらこれを起点にしながら周辺

がどんどんどんどん上がってくるよう

な、そういう誘導型にならないようにだ

けしてあげないと大変なことになってき

ますけれどもね。この点についてはこれ

でよろしいです。 

 それから、健都イノベーションの執行

率ゼロというのは、これも繰越明許を見

ますと全て一般財源なんですよね。商工

費として１，１５２万円、これが全て一

般財源で繰越明許をしてるんだけど、も

ともと補正予算を組んだときに、何かひ

もつき、ひもつきというのはおかしいけ

ど交付金があったりいろいろな補助金が

あったり、これがあって一般財源を含め

てトータル予算の繰越明許だったらわか

るんだけど、一般財源だけの繰越明許と

いうのがありきかなという部分が財政運

営上ね。これは決算だからこの数字を追

っていってるんですけど、専門の副市長

がおられるからまた後でトータル的にお

聞かせいただきたいと思います。そうい

う財源の繰越明許のあり方を含めて。そ

れで、細かいことを言うとこの事業とい

うのは決して補助金がつかなくてもいけ

るような内容の関係もたくさんあるわけ

ですね。だから、例えば土地鑑定と賃料

の鑑定委託料なんか、こういったことは

補助金なしででもいけるのと違います

か。だから、そういう部分での仕事の進

め方という部分でトータル、一斉に費用

が発生するような事業と違うと思うんで

すよね。だから、その辺の仕事の進め方

についての考え方もお聞かせいただきた

いと思います。 

 それから、千里丘西再開発について

は、期待を申し上げますとぐらいしか今

は言えるような状況ではないんですけ

ど、ただ、地権者のうちの過半数という

か申し合わせ事項で云々と言ってますけ

ど、やっぱり大口地権者は土地を持って

いるのだから、そこからは誓約書ももら

いながらその人の同意をもらわないこと

には前に進まないのだから。僕が心配し

ているのは、３年間で約３，０００万円

を投資して調査をしてきた、絵に描いた

餅にならないようにこれからどうやって
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やっていくんだと。今までの手法でと言

うのは、調査をすることによって一歩前

進しました。しかしながらこれで先ほど

も披露したように４９名おられて３名が

行方不明で、４６名中４名が面談を拒否

されていて、なおかつその中に大口地権

者もいてますよと言っている中で、これ

からどういう切り口でいくのか。部長、

一回答えてもらえる。切り口を含めて

ね。 

 それと、残業の関係は本当に特にこれ

は要望をしておくけど、やっぱりこれだ

けの業務を抱えていて働き方の改革、仕

事の改革ということが世の中で今言われ

てます。確かに専門職にかかわる部分だ

から、その方しか仕事ができないという

リスクもありますよ。しかし、管理職は

そういったことも見定めてマネジメント

能力を発揮しながらやっていくのがあな

た方の仕事ですから。今、聞いていたら

本来だったら１１名体制の中で時間管理

をやっていったら残業が月平均例えば４

０時間とかいうことが即座に答えられる

ようなことが、やっぱりそういう職員の

仲間意識も生まれてくるし健康管理もや

ってくるし、今健都イノベーションの話

をしているんだからね。残業で今は過労

死やらどうのこうの言われてるでしょ。

５，３００万円が１１人で、確かに期末

手当も入ってるけど、あと残業時間を単

純平均で割ってみると相当な時間管理に

なってますよ。確かに吹田操車場跡地は

これで一旦ピリオド、もう一回答弁いた

だくけど１億２，０００万円だけだった

らピリオド打てるから、次には連続立体

交差のほうにシフトもできるかもわから

ないけれども、そういったこともやっぱ

りあなた方が考えていっとかないと、こ

れは全職員に言えることですけどね、管

理職に対して。働き方の改革以前にもう

そういうふうな時間管理もやるようにと

いうことで、これは要望しておきます。 

○上村高義委員長 山口部長。 

○山口建設部長 それでは、三好委員か

らの千里丘西地区のご質問にお答えいた

します。 

 委員もよくご存じだと思いますけれど

も、現在千里丘西地区準備組合、今大規

模地権者がおられまして、その方は昨年

度に一応組合員にはなっていただきまし

たということで、あと組合から組合の代

表の方が大規模地権者の方に最近は月２

回程度、合意形成に向けての交渉はして

いただいております。それで、かなり詳

しい内容までいっているんですけれど

も、最終のところでなかなか進めない状

態なんです。ですから、まだ２８年度末

までには準備組合のトップの方が大規模

地権者の方に交渉を重ねてまいりたい

と。市もそれにはもちろん随行をしてお

りますけれども、その辺に向けて２８年

度中には何とか結論は出したいなと思っ

ております。切り口は、今はもう組合の

代表の方が粘り強くというのが一番の切

り口かなと今思っております。よろしく

お願いいたします。 

○上村高義委員長 山田次長。 

○山田市民生活部次長 健都イノベーシ

ョンパークの企業立地推進事業の繰り越

しについてご答弁申し上げます。 

 この事業予算については、委員がおっ

しゃるように補助金なし、交付金なしで

も本来実施するべき事業ということで考

えておりましたが、平成２８年に入りま

して国から地方創生加速化交付金という

のが国の補正であるということになりま

して、この事業がその交付金に乗るであ

ろうというところで、歳入歳出ともに平
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成２８年の３月議会で補正予算を計上さ

せていただきました。３月補正というこ

とですので、繰り越しがある程度想定し

てのものであったわけなんですけれど

も、歳出につきましては年度内に事業が

完了できないということで全額を繰り越

しさせていただきました。それから、歳

入につきましては、これは財政課という

ことで所管は別になるんですけれども、

結果的にはこの交付金が採択されなかっ

たということで市単費での実施というこ

とになっております。 

 以上です。 

○上村高義委員長 土井次長。 

○土井建設部次長 それでは、１億２，

０００万円の繰り越しの件についてご答

弁させていただきます。この件につきま

しては、当初１億３，５００万円の予算

を計上させていただきまして、今回決算

額として１，３００万円ほど決算として

出させていただいております。残った工

事費ですけれども、これは前のクリーン

センターの横の７８号線の道路整備工事

及び電線共同溝の整備工事費でございま

す。残額を全額繰り越さなかったのかと

いうお問いなんですけれども、これにつ

きましては既に発注も行っており、おお

むねの金額はつかんでおりましたけれど

も、この手続をさせていただいたときに

はまだ変更の可能性もあることから余裕

をもって１億２，０００万円を繰り越し

をさせていただいたものでございます。

その後、４月で工事が終わっております

ので、来年度の決算にはなるんですけれ

ども、この予算内で工事が竣工している

状況でございます。区画整理事業につき

ましては平成２７年度で工事が完了して

おり、これは周辺道路整備として市が単

独で行っている事業でございますので、

この分の繰り越しがあったということ

で、先ほど課長からもありましたけれど

も、トータルでおおむね２２億円の吹操

に関しての事業の執行ということで一応

工事としては完了しているものと考えて

おります。 

 以上です。 

○上村高義委員長 三好委員。 

○三好義治委員 １点だけね。総務の財

政方にかかわる部分かもわからないけ

ど、一旦やっぱり予算を組んで完全に未

執行だったら一旦シャットダウンしなが

ら当初予算に上げていくとかいうよう

な、長期にわたる事業というのは非常に

予算管理というのが乱雑になる可能性が

大なんですよね。だから、毎回毎回決算

で我々もチェックしていくのがトータル

予算の中で今執行率が何パーセントであ

って次年度何ぼ使うんだと、これがやっ

ぱり議会と行政とのチェック機関を働か

せる唯一の問題だと思う。だから、今の

健都イノベーションの件、手法としては

間違ってないかもわからないけど、た

だ、予算立てをやる場合に本来ならばこ

ういったことを次年度に伸ばしていくん

だったら当初予算にでもまた上げていく

ような、これは２７年度決算ですから

ね。だから、そういうふうな考え方とい

うのはいかがなものかなということで思

っているんだけど、副市長どうですか

ね。 

○上村高義委員長 奥村副市長。 

○奥村副市長 それでは、今の健都イノ

ベーションの事業の繰り越しのことにつ

いてお答えしたいと思います。単独であ

れば３月の補正予算を計上して、その年

度中に執行というのはまず皆無ですの

で、これは絶対補正予算は当然上がって

きません。ただ、補助金絡みでいわゆる
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国は２７年度で事業執行をしたいと。た

だ、手続的には２８年度へ繰り越ししま

すと。その前提条件で本市も合わせて２

７年度に補正予算をしてください、国と

同様に２８年度へ繰り越ししてください

と、こういう国とそれから市町村の歩調

を合わせた形で３月に実際には執行でき

ませんけれども補正予算ということは当

然出てまいります。 

 それから、先ほど人員の分でございま

したので、余計なことですけれども答弁

させていただきたいと思います。それぞ

れ人員増を図るということはもちろん人

件費が伴ってまいります。過去のピーク

で職員給のピークを今調べますと、普通

会計ベースですが職員給が６２億８，７

００万円ございました。２７年度決算で

は３５億３，７００万円、実に２７億

５，０００万円ほど人件費は落ちており

ます。そういう意味では行革を進めてい

く部分では人件費の増はできるだけ抑え

たいというのが本音でございます。た

だ、事業を執行する場合に今回の大きな

事業につきましては当然職員に負荷がか

かってきます。庁内的にそれぞれの部課

の中では一時期、一定季節だけ要は業務

量が増大すると。そういうふうな分につ

いては現有人員プラス臨時職員で対応し

ていただきたいと思っています。ただ、

これが長期間にあるいは慢性的に過重な

時間外労働になりますと、ご指摘のよう

にある民間企業では自殺者も出ておりま

すので、そういうようなことは避けてい

かなければならないと認識しておりま

す。そういう意味で全庁的にいろいろな

各課の状況を勘案しながら、人員を効率

よくバランスよく配置していくのが人事

の宿命ではないかなと思っております。

職員の能力向上あるいは能力発揮は当然

でございますが、過重な分については適

切な人員配置は当然やっていかなければ

ならないと思っております。 

○上村高義委員長 三好委員質問が終わ

りました。 

 暫時休憩します。 

（午前１１時５５分 休憩） 

（午後１２時５７分 再開） 

○上村高義委員長 それでは、再開しま

す。質問のある方。 

 森西委員。 

○森西正委員 それでは、決算概要に沿

って質問をしたいと思います。 

 ９２、９３ページですけれども、健康

・医療のまちづくり事業、新規ですね、

ここで国立循環器病研究センター等との

連携を図り、循環器病等の予防や健康づ

くりに取り組むことによる健康・医療の

まちづくりの推進ということであります

けれども、国立循環器病研究センターを

誘致して、現在は今の予防健康づくり

で、ウオーキングとか健康マイレージと

か実施をされておられますけれども、こ

れを摂津市民全体に健康・医療のまちづ

くりの推進ということで進めていくとい

うことだと思います。この辺は民生との

所管というところでなかなか難しい部分

があると思いますけれども、お答えので

きる範囲もしくは委員長で民生にかかわ

る部分だということであれば整理をして

いただけたらと思いますけれども。 

 この２７年度の中でどのように摂津市

民全体におそらく平素のライフスタイル

を変えていかないといけないというふう

に思うんですけれども、その点２７年度

中この所管の中でどのような会議とか方

向性を進めようとしているのかお聞きし

たいと思います。 

 次に、１０６、１０７ページですけれ
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ども、健都イノベーションパークですけ

れども、午前中にこの残額のうち翌年度

へ繰越明許ということで質問もございま

した。山田次長からも、医療機器、医薬

品、研究開発等の研究所もしくは企業と

いうようなご答弁もありましたけれど

も、国立健康・栄養研究所というお名前

もございましたけれども、私個人として

ですけれども、私はやはり本社機能が、

次長がおっしゃいましたような研究所も

含めて本社機能に来ていただいたらあり

がたいなというふうには思っているんで

すけれども。公の機関、国の機関もしく

は府の公の機関等が来たときに、市とし

ては既にもう国立健康・栄養研究所とい

う話がありますけれども、全部研究所で

もいいのか、例えば公の機関でもいいの

か、例えば民間企業という部分は、その

点はどういうふうに考えておられるの

か、それをお聞かせいただきたいと思い

ます。 

 続いて、１１８、１１９ページですけ

れども、阪急正雀駅前地区整備支援事業

ですけれども、地元主体のまちづくり活

動への支援ということであります。地元

主体のまちづくりとの、そして今市が考

えておられる正雀駅前とその点の乖離と

いうのがないのかお聞かせいただきたい

と思います。今のこの地元主体のまちづ

くりということで、ここで出されている

この費用というのが担当としては十分だ

というふうに考えておられるのかお聞か

せいただきたいと思います。現在のこの

手法で市が考えておられる正雀駅前のま

ちというのが達成できるのか。そして、

将来どういうふうな町並みといいます

か、まちづくりというか、そういうふう

に考えておられるのかお聞かせいただき

たいと思います。 

 そして、連立の件です。これは要望に

したいと思いますけれども、連立はこれ

からということですけれども、連立が達

成した後、今連立に隣接するといいます

か、それにかかわる道路路線とかのお話

をお聞かせいただきましたけれども、Ｊ

Ｒのガードが結局これは南北で分断され

る。千里丘のガードは拡幅されましたけ

れども、やはり連立で阪急が上がると行

き来ができるようになるわけですから、

将来はまたそこでＪＲで南北どういうふ

うな形で分断をされて行き来をするかと

いうふうなことがあると思います。その

点を十分考えていただいて、その分も合

わせ持って都市計画、まちづくりを考え

ていただきたいと思います。 

 説明会も開催をされたということであ

りますけれども、住民の皆さんが恐らく

心配をされるのは、結局今の線路があっ

て、軌道があって、どの部分に高架にな

ったときに軌道が走るかというのが、そ

れが住民の皆さんには不安というか、ど

うなるのかというところが知りたいと思

います。北側であるのか、南側であるの

か、それによって立ち退き場所がどの位

置になるかというところでありますけれ

ども、それによって結局今現在お住まい

の方は生活をどのように今後していくの

か。例えば家を建てかえていくのか、家

をやりかえるのか、例えばローンを組ん

でいくのか。そういうふうな部分という

のは、恐らくお一人お一人、これがどう

なるかによって皆さんがどういうふうに

将来の生活を考えていくのかというとこ

ろが、やっぱり考えるところだと思いま

すのでね。その点は丁寧に、これからの

話ですけれども丁寧にぜひとも進んでい

ただきたいと思いますので、よろしくお

願いします。これは要望とします。 
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 千里丘の西地区の市街地再開発事業で

す。１２０、１２１ですけれども。本年

度、２７年度は６７６万円の予算で決算

が６４０万９，０３０円でございますけ

れども、今まで準備組合を含めてどれだ

けこの事業に関して費用を費やしてこら

れたのか。さかのぼって、もし出せる範

囲で結構です、お答えをいただきたいと

思います。今まで多くの費用がこの事業

には費やされたと思います。費やされて

今の現状がこのような形であります。前

にこれは絶対に進んでいかないとあかん

と思いますし、これからも費用をかけて

結局前に進まない、検討段階であると

か、前に進まないということがやはり市

民の税金をかけてこれは進めてるわけで

ありますから、やっぱりこれは市民に説

明がしにくいという部分になると思いま

すので、その点で担当の考えもお聞かせ

いただきたいと思います。 

 以上です。 

○上村高義委員長 丹羽課長。 

○丹羽保健福祉課長 それでは、保健福

祉課にかかわります国立循環器病研究セ

ンターの連携事業というお問いにお答え

させていただきます。 

 平成２７年度におきましては、健康教

室の講師として医師にご講演いただきま

したり、健康まつりにおいてもご講演を

いただいたり、あと国循の栄養士さんに

来ていただいて八方だしのＰＲ等をして

いただいております。また、これは国保

年金課になりますけれども、国保データ

ベースの計画の策定に当たって委員で入

っていただきご助言等をいただいており

ましたし、本年度、２８年度の事業につ

いてもさまざまなアドバイスをいただき

ました。本年度につきましては、そのよ

うな国循の先生のアドバイスをいただき

まして、糖尿病対策事業として糖尿病境

界領域及び糖尿病領域の方を対象とした

セミナーを開催してございますけれど

も、そこに講師として来ていただいてお

ります。また、国保も糖尿病性腎症重症

化予防栄養指導事業において、国循の医

師や栄養士の方からプログラムについて

アドバイスをいただいて事業を進めてい

る次第でございます。また、先日行われ

ました市民健康まつりの際におきまして

もドクターの方に来ていただきまして、

糖尿病に関するご講演並びにあと八方だ

しについての実技等々のご指導をいただ

いております。 

 また、次年度に向けても既に企画等で

現在調整中でございますが、循環器予防

制圧モデルとして心筋梗塞についてのＰ

Ｒ等についても次年度については企画・

実施にご協力をいただく予定をしており

ます。また、あと市民コホート研究、こ

れは市民の方の健康状態、データ等を収

集していくというすごい大きな事業なん

ですけれども、これについては長期的に

考えていく必要があるんですけれども、

一定具体的に進めていくということで協

議をさせていただいている次第でござい

ます。 

 以上でございます。 

○上村高義委員長 山田次長。 

○山田市民生活部次長 健都イノベーシ

ョンパークへの誘致のターゲットという

ことでございますが、先ほど医療機器、

医薬品、再生医療、健康関連の製品、サ

ービス等の革新的な研究開発を行う企業

等を中心ということでご答弁申し上げて

いるんですけれども、全てが研究施設の

みで占められるということも考えており

ません。研究機能を併設した事務所等な

んかも想定されますので、委員がおっし
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ゃるように本社機能と研究所もあれば、

それはこちらのターゲットになるのかな

と思います。ただし、製造施設というよ

うな大規模な生産工場とかは想定してお

りませんで、試作品の製作程度のものか

なということと、それから流通拠点とい

うこともこの場所では想定しておりませ

ん。それから、公の機関であるとか民間

企業ということでありますが、これにつ

いては公であれ民間であれ、どちらでも

国循と連携した健康・医療関連の研究を

行うということであればイノベーション

パークのターゲットとしてふさわしいも

のと考えております。 

○上村高義委員長 西川課長。 

○西川都市計画課長 ２点のご質問にお

答えさせていただきます。 

 １点目、正雀駅前地区整備の支援事業

につきましてお答えさせていただきま

す。正雀の駅前につきましては、正雀の

ワークショップを開催させていただいて

おりまして、そこに使用しておりますの

は、そのときそのワークショップに必要

な消耗品費を計上しております。正雀と

千里丘の違いといいますと、先ほどから

申し上げておりますように、過去から正

雀の駅前の再開発についていろいろして

まいったところなのですが、やはり地元

の機運というのが一番大きな違いかなと

思っております。それに、この西口につ

きましては準備組合を立ち上げてこれか

ら再開発をしていこうという機運が高ま

っておりますが、正雀については一時期

高まったものはございますが、少しそう

いうので低下している状況がございま

す。また、駅前の成り立ちにつきまして

も、道は細いながらしっかり南北の道が

できているのが正雀でございまして、千

里丘の駅前西口につきましては細い道、

車が通れないような道が乱立していると

いうところが少し違うのかなと思いま

す。理想的なことをいいますと、やはり

駅前のローターリーをつくるなり駅前開

発ができればと思っていますが、やはり

地元の機運を高める必要が少しあるのか

なと思っております。 

 それから、千里丘西口の補助、支援に

つきましてということでお答えさせてい

ただきますが、過去からの市の補助金に

つきましては、ここ３年は１，５００万

円、９００万円、６００万円余りの支出

をしておりまして、過去にさかのぼりま

すと平成元年から１４年まで補助金とし

まして２，１５０万円を支出してござい

ます。その前をさかのぼりますとさらに

調査費としまして６２年に５７０万円、

６３年には４５０万円を支出してござい

まして、西口の再開発につきましてはか

なりの支出をしております。現在、一定

大口地権者が準備組合に加入されたとい

うことで、何とか合意にもっていこうと

いうことでさらに４００万円の補助金を

出していただきまして、準備組合を中心

に大口地権者の同意を得ているところで

して、我々としましてはぜひとも再開発

を実現させたいという思いを持ってござ

います。 

 以上です。 

○上村高義委員長 森西委員。 

○森西正委員 それでは、健康・医療の

まちづくりについては要望としますけれ

ども、健康まつりとかさまざまな事業で

健康・医療ということで実施をされてま

すけれども、実際にそこに来られる方と

いうのは特定の方ですから、今進めよう

とされているのは恐らく摂津市民の方全

体にということでありましょうから、そ

ういうふうな部分でぜひとも摂津市民の
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平素の生活で、ライフスタイルとか食生

活とか、そういうふうなことが改善され

るような形をこの健都から発信をしてい

ただいて、それでさらに摂津で実行した

ことが全国に発信されるようにぜひとも

頑張っていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 健都イノベーションパークですけれど

も、今ご答弁をいただきました。私はで

きたら、国の公機関になりますと税とい

う意味からしますと歳入というのがない

という形になると思いますので、その点

は摂津市に歳入として入るような形をぜ

ひとも考えていただきたいというふうに

思いますし、さらに健都のイノベーショ

ンパーク以外にも周辺にも例えば公募を

されて、公募からもれた企業さんとか事

業所さんがその周辺に立地を求めてとい

うところもあろうかと思います。また、

そういうふうな部分も含めて、山田次長

のところだけではなく、やっぱりそれは

まちづくり全体にもなってきますので、

そういうふうな観点でぜひとも考えてい

ただきたいと思いますので、これも要望

とします。 

 正雀ですけれども、要するに地元の機

運が上がらないということでありますけ

れども、そうしましたら今のこれでいい

のかというところです。機運は上がらな

いけれども地元の方はこれでもういいと

いうお声というのはなかなか耳にはしな

いので、やはりこれはどうにか変えてい

きたいというか、変えたいというかね、

このままではいけないという方が多くお

られると思うんですけれども、それはや

っぱり行政が何らか入っていかなければ

ならないというふうに思うんです。やっ

ぱり、正雀の駅前を見ますとシャッター

が閉まってたり、もしくはシャッターが

もう壊れていてどうも住んでおられない

方や、もしくはこれからになってきます

と所有者が不明であるとかいうような不

動産というのも出てきたり、高齢化が進

んで先になるとなかなか開発なり、もし

くはこうしましょうといってもそれに同

意をされる方というのがなかなかおられ

なかったり、もしくは相続の権利者が複

数人になってたり、そういうふうな問題

や課題が恐らく出てこようかと思います

ので、その点も考えていただいて正雀の

駅前を何とか前にといいますかね。地元

の機運がないということでありますけれ

ども、行政として何らか考えていただき

ますように、よろしくお願いしたいと思

います。 

 千里丘の西の件ですけれども、今まで

お聞きをしますと、ここには多くの費用

が費やされていて、現状としては、それ

までにはいろいろな形でこうしたい、あ

あしたいという担当の方からもいろいろ

と説明をいただいたりとか、図案をいた

だいたりしてきました。けれども、現状

としてはこういうふうな状況でありま

す。大口地権者の方がおられますけれど

も、やはりどこかの段階でその辺は市と

して、課題は課題としてあるんでしょう

けれども、例えばその課題を排除してい

くというか、その課題なしで別の考えを

という形もやっぱりそれは考えていかな

ければならないというふうには思うんで

す。準備組合の方ももう高齢になってき

てます。これが時間がたってますます高

齢化になりますと、恐らく事業も進まな

かったりとかということもあろうかと思

いますのでね。やはり、ここは今一定の

考えるべきときだとは思いますので、大

口地権者さんとの課題はあります。それ

がやっぱり将来何とか同じく前に進んで



- 30 - 

 

いこうということであることが難しいの

であれば、やはりこの辺で一定の線を引

かなければならないのかなとは思います

ので、これは要望としたいと思いますの

で、ぜひとも前に向きますようにお願い

をして質問を終わりたいと思います。 

○上村高義委員長 森西委員の質問が終

わりました。 

 以上で、質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 

（午後１時２１分 休憩） 

（午後１時２２分 再開） 

○上村高義委員長 再開します。 

 討論に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○上村高義委員長 討論なしと認め、採

決します。 

 認定第１号所管分について認定するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○上村高義委員長 賛成多数。よって本

件は認定すべきものと決定しました。 

 これで本委員会を閉会します。 

（午後１時２３分 閉会） 
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